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学校法人国際総合学園新潟会計ビジネス専門学校、学校関係者評価委員会は令和 5 年度（2023

年度）自己点検・自己評価報告書の結果に基づいて学校関係者評価を実施致しましたので、下記

のとおり報告致します。 

 

開催について 

 今年度は、オンラインで開催し、報告・意見聴衆・評価とさせていただきました。 

尚、事前の書面での報告事項等は下記の通りとなります。 

 

・本学の教育目標、教育方針の確認 

・令和 5 年度（2023 年度）の実績概要の報告 

・自己点検、評価結果について 

 

 

意見聴衆者（学校関係者評価委員会） 

＜外部委員＞ 

・石田経理事務所 代表税理士 石田 直樹 

・株式会社ＭＧＮＥＴ 代表取締役 武田 修美 

・ＴＳＣ本間秀修事務所 所長 本間 秀修 

 

＜内部委員＞ 

・新潟会計ビジネス専門学校 副校長 川島 淳子 

・新潟会計ビジネス専門学校 教務部長 大野 麻衣子 

・新潟会計ビジネス専門学校 事務局長 北川 菜智 

 

 



新潟会計ビジネス専門学校 学校関係者評価委員会における評価・指摘事項等 

【令和 5 年度（2023 年度）の実績概要報告について】 

 

・就職率 100％という驚異的な数字、さらに、税理士試験の簿記論と財務諸表論の合格率も 100％

という成果を達成しています。これらの数字は、学校が提供する高品質な教育と学生の熱心な努

力の結果だと思っています。AI 時代にも負けない高度な専門知譆とスキルを身につけ、業界での

成功と将来もさらなる成長と発展を期待しています。 

 

・貴校の成果にはいつも感動しています。今後もますますの発展を期待しており、その成長を楽

しみにしています。学校の取り組みや学生の成長には本当に感心しています。今後もさらなる成

功を祈っています。 

 

・当事務所の卒業生も頑張っております。専門知識を活かし、クライアントのニーズに応えるた

めに日々努力を重ねています。その姿勢は、同僚やクライアントからも高く評価されており、信

頼される存在となっています。卒業した学生方が学んだ知識や経験を活かし、これからも多くの

人々に貢献していくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【令和５年度（2023 年度）の自己評価報告書について】 

 

評価方法 適切･･･４ ほぼ適切･･･３ やや不適切･･･２ 不適切･･･１ 

 

○教育理念・目標 【評価：４】 

・教育理念が学生の成長と発展を中心に据えており、個々の学生のニーズや能力に合わせた教

育プログラムを提供していることは素晴らしいと思います。 

・社会のニーズと業界のニーズは、経済や社会の変化に応じて常に進化しています。これらの

ニーズを理解することは、非常に重要で良い環境計画だと思います。 

・教育方針が学問だけでなく、キャリア形成や社会貢献など、総合的な教育を重視しています。 

○学校運営 【評価：４】 

・DX 化に伴い、サイバーセキュリティの重要性が増しています。今後も、デジタルシステムを

安全に運用するための対策を講じる必要があります。 

・省力化、短時間化できない学生との面談時間を確保することもでき素晴らしいと思います。 

・どの業界にも言えますが、ますますＩＴ化が進み、教育機関は最新のテクノロジーを積極的

に取り入れ、学生がデジタルスキルを磨く機会を提供することが重要です。 

○教育活動 【評価：４】 

・教育実績を分析することで、教育方針やカリキュラムの改善点を見つけることができます。

どの部分に問題があるのかを特定し、改善策を講じることが可能です。 

・実務に即した内容や最新の業界動向に基づいて構築されており、学生たちは実践的なスキル

を磨くことができていると思います。 

・リモート学習は今後も必要だと思います。特に、パンデミックや災害時においても教育を継

続できる体制が今後も重要でしょう。 

○学修成果 【評価：４】 

・ 学校のカリキュラムが学生のニーズや興味に合致しており、学生が自分の目標やキャリアパ

スに沿った学びを得られているからこそ、退学者がいないのではないかと感じます。 

・学生が自分の成果を実感できることで、学習へのモチベーションが向上します。達成感を得

ることで、さらなる学びへの意欲を引き出す要因となります。ぜひ頑張ってほしいと願って

います。 

・退学者 0 名は素晴らしいことです。 

○学生支援 【評価：４】 

 ・スクールカウンセラーの方とも連携されており、個々のサポートが重要であると思います。 

・あらゆるサポート体制があることは学生達にとっても安心材料だと思います。 

・是非とも学生支援を今後も怠ることなくお願いしたい。 

○教育環境 【評価：４】 



・姉妹校での取り組みがある点は良い点と捉えて、様々な連携をとっていってほしいと思いま

す。 

・学校の特色があるとより良いと感じます。 

○学生の受け入れ募集 【評価：４】 

・ネットやオンラインの活用による募集活動は時流にのっていて素晴らしいと思います。並行

した訪問活動や教育事業への積極的参加によるアナログ的活動が両輪となっており、素晴ら

しいと思います。 

 

○財務 【評価：４】 

・近い将来への課題を意識しており素晴らしいと思います。 

○法令遵守 【評価：４】 

・現状問題なしとのことで、今後も徹底してほしいと思います。 

○社会貢献・地域貢献 【評価：４】 

・にいがた総おどり・明和義人祭等のボランティアスタッフ参加は、学生にとって貴重な経験

に繋がると思います。学生の満足度と社会・地域貢献ができるよい取り組みと思います。 

 

総括 

教育活動の成果が教育実績に表れることは、教育の質を向上させるための重要な要素であります。

学校全体の教育環境やサポート体制、学生のモチベーションなどがバランスよく整っていること、

さらに教員陣は経験豊富で専門知識に優れており、学生たちが最大限のサポートを受けながら成

長できる環境を提供していると思います。学校の理念、教育方針を活かし、更なる人材の輩出に

努めていただきたいと思います。また、引き続きとなりますが、ＡＩなどのＤＸ化が進んでいま

す。デジタルスキルや問題解決能力を育成することに焦点を当てることも重要です。時代に順応

し必要とされる人材を輩出できるよう定期的にカリキュラムの見直しを図っていってください。 

 

 

上記、学校関係者評価委員からの指摘事項等については、所管部署において改善策を検討すると

ともに、次年度の目標設定や具体的取組の改善を図り、教育の質の向上に一層の努力をすること

を確認する。 

 

以上 

 


